
Title 内陸アジア言語の研究 XI 裏表紙

Author(s)

Citation 内陸アジア言語の研究. 1996, 11

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/21856

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



『内陸アジア言語の研究』執筆要項

1.本 誌 は,中 央 アジ ァと中国を中心 に東は東北 アジァか ら西 は黒海沿岸 にまで広が る中

央ユー ラシアの諸民族が用いる様 々な言語,及 びそ の言語で書 き残 された古代 ～近代の

文献資料(出 土文書 ・碑 文 ・宗教 典籍な ど)を,言 語学 的あるい は歴史学的 に扱 う論

文 を掲載す る もの とする.

2.原 稿 は未発表の もの に限る.た だ しロ頭発 表 した ものは この限 りでは ない.

3.原 稿 の長 さは 自由で あるが,論 文 の場合,刷 り上 が り状態 で20ペ ージ(400字 詰め

原稿用紙 に換算 して50枚)を 一応 の 目安 とす る.た だ し数ペー ジ程度の研 究 ノー トや

資料紹介の類 も歓迎 する.

4.原 稿は完全原稿の形で提出された ものを,フ ロッピー入稿で受け付け る.特 に30ペ ー

ジ を越 える ものについては,経 費軽減のため,マ ッキン トッシュにて割 り付 け済 であ る

ことを原則 とす る.

5.フ ロ ッピー入稿 について

1)マ ッキ ン トッシュの場合

組版 はMacintoshのAdobePageMakerJを 用いて行な うので,執 筆者 は統一書式

に則 って,ペ ージメーカーにて割 り付け済の原稿 をフロッピー入稿 されるのが最

も望 ま しい.割 り付 け時のスタイルな どを指定 したテ ンプレー トや組方規則,外

字 フォントなどの ソフ ト面については,編 集部 に用意 してあるので相談 されたい.

2)MS-DOSテ キス トファイルの場合

「一太郎」 など,MS-DOSテ キス トファイル形式で フ ロッピー入稿 され る場合

は,必 ず2DDフ ロッピーディスクを使用する こと.そ の際,フ ロッピー とともに

ワープロで印字 した完成原稿 を添付 し,ワ ープロにない漢字 ・記号 などの部分は,

当該箇所 を空けて朱筆 で指示 する(旧 字体へ の変更指示 も必ず提 出稿 の段 階で付

けるこ と).本 文中 の註番号 は,該 当箇所 に(1)の ように通 し番号 を挿入す る.

以上はあ くまで も原則 である.不 明 な点は編集部 に問い合 わせ られたい.

6.書 式 として,以 下の統一方針 を定め る.

1)A5版 横組み奇数頁起 こ しとし,本 文は35字 ×27行,脚 註 は38字 ×40行 とす る.

2)原 則 として脚 註形式 とし,引 用文献 は論文末尾 に一括 掲載す る.

3)句 読点 は 「,.」 を用い,「 、。」 は用 いない.

4)地 の文 にはつ とめて当用漢字 ・新 かなつかい を用い,旧 字体 ・旧か なつか いの使

用は引 用文等 で必要 な場合 のみに とどめ る.

7.論 文末尾 に執筆者の所属 ・肩書,表 題の英訳,執 筆者名 のローマ字表記 を付 けるこ

と.

8.原 稿 の締切 日は毎 年12月31日 とす る.

9.校 正 については,初 校 は著者校正 とし,再 校 以降 は原則 として編集委員の責任 とす

る.校 正 はあ くまで も誤植の訂正 に とどめ,原 文 の増 減は認め ない.

10.抜 刷 は作 成 しない.執 筆者 には本誌10部 ずつ を献呈す る.

1996年7月



執筆者

PeterZieme

Berlin-BrandenburgischeAkademiederWissenschaften,

AkademievorhabenTurfanforschung研 究員 古代 トル コ文 献学専 攻

沖 美 江

大阪大学文学部卒.東 洋史学専 攻

伊 斯 拉 菲 爾 玉 蘇 甫

新彊維吾爾 自治 区博物館副館 長 古代 トル コ文献学専攻

海 老 澤 哲 雄

帝京大学文学部教授 東洋 史学専攻

宇 野 伸 浩

広島修道大学商学部講 師 東洋史学専攻

武 内 紹 人

京都 教育大学助教授 言語学専攻

坂 尻 彰 宏

大阪大学大学院生 東洋史学専攻

小 田 壽 典

豊橋創 造大学教授 東洋史学専攻

内 陸 ア ジ ア 言 語 の 研 究XI

1996年6月26日 印刷

1996年7月10日 発行

責任編集 吉 田豊(神 戸市外国語大学)

森安孝夫(大 阪大学)

〒560大 阪府豊中市待兼山町1-5

発行者 中央ユ ーラシア学研 究会

(大阪大学文学 部森安研 究室)

電話06・850-5103

〒606京 都市左京区吉田神楽岡町8

取扱店 株式会社 朋友書店

電話075曹761・1285

〒440豊 橋市向山台町10-10

印刷所 有 限会社 中部 ワー ドサ ービス

電話0532・55・8503



ISSNl341-5670

STUDIES.

ASIAN

ONTHE.INNER

LANGUAGES

XI

P.Zieme:AF田gmentoftheChineseル 毎吻●濾7瓢滋 〃螂 α～η8㍑∫

inUigurScriptfromTu漁n・ … … ・・

MOki:AFewC虹amcむ 巳dsdcFeaturesoftheUigurAlphabet

1

inthe9th-11thCentmies・15

Y.Is㎡bl:WoodenAxisoftheStatueofBuddhawithInscdpdon

jnAncientUigur・ ・一. ..一 ・・61

T.Ebi甲wa&N.Uno:
.鄭 如 吻 冗o吻 猶07㎜W煎enbyC.deBddia

Japa耳eseTransladonandCommenta耀(2)・ …
..・ … 一67

T.Takeuchi:OldTibetanManusc如tsffom .EastTurkestan

intheSteinCollection-theCataloguingPrqjeρt一 ・・・・・…121

Review

T.Takeuchi:0〃7了 わθ伽(わ ηか40飽 ノレo〃2Cθ π〃αJA5匁,

Tokyo1995.byArSakε 唾id・ ・・・…
.・一 ・・139

π わε如 πA70α εoJb8yandル 蛋ρ吻鰐c71ρ 砿Or陀 η如r如:Twonewly

foundedjoumals・byT.T母keuchi∵ ・ ・151

Bibliog臓phyofJutenODA.・ .・・・・・・・・…153

TheSocietyofCent±alEufasianStudies

1996


